
付録１：情報科学技術戦略コア参加者の技術マップ 
※ここで示すものは検討途上の暫定的な資料である． 

 

 

 

 

 

•大域アプリケーション

•ディペンダブルソフトウェア
ディペンダブルミドルウェア

•超ディペンダブル大域サーバ

•超ディペンダブルネットワーク

•超ディペンダブルチップ

情報基盤 計算原理

•並列計算 計算機資源の効率の向上

•モデル検査 プログラムの堅牢性

•符号化 データ圧縮、誤り訂正、暗号

•幾何計算 近似的な計算環境での幾何計算

•不確実性のモデル化と予測 適材適所のモデルの比較と選択

•量子計算、バイオ計算

•最適化/制御

•時系列の異常性の検証 水位工学、金融などへの応用

•複雑な作業をこなし人と対話するヒューマノイド
・体性感覚・高速ビジョン・音声・挙動

•家電、又は都市全体の情報化
・ウエアラブルインターフェース
・ネットワークアーキテクチャ
・ユビキタスプライアンス
・ロボティックルーム
・セル生産支援システム

•医療への応用
・コンピュータ外科、ニューロインフォマティクス
・五感の遠隔再構築
・テレイグジスタンス

•情報システムにおける相互干渉・強調

超ロバスト計算
原理プロジェクト

実世界情報システム

研究資源提供

個性を持つ人に
あわせてくれる
情報システム

専攻を超えた
戦略的な研究融合

相互に研究資源提供

実世界情報システムプロジェクト

大域ディペンダブル
情報基盤プロジェクト 不確実性、ノイズに満ちた世界で、頑健に働く情報基盤・原理

大域知能・社会システム

CMP+RCアーキテクチャ

ディペンダブル・共有
メモリプロトコル
コンパイラ、コデザイン

サーバ向け・ユーザ向けミドルウェア
アプリケーション 暗号

サービスの透明化、分散共有化
ネットワーク侵入防止システム

セッションレイヤ最適化
センサーネットワーク

各プロジェクト関連整理
（検討途上）

（注）本図は、2003年2月末時点での検討途上のものであり、まとめ方等

については今後変更の可能性がある。

  




